
C ―34　裏地 に関 する研究（ 第３報 ）

－ポ リエ ステル裏地 につ いて一

都立立川短大　　 石毛フミ子

実践女短 大　○中村　洋 子

1.   ニット製品につ ける裏地 とし てストレッチの裏 地

が 考えられる。縫製上必要な諸性能ならび に縫いつ れ，

縫 いずれ等について，ストレッチ と平織の裏地を用いて

比較検討 をおこなった。

2.    (1)実験材料はポリエステル100% のストレッチ と

平 織のもの２種，テト ロン糸80番，羽二重糸80番，ミシ

ン 針９番 である｡(2)実験項 目Ａ性 能　a ）じょうぶ さ（破

断 強度，折り目摩 耗強度）ｂ ）型 くずれ（ 収縮率 ，防皺

度 ，伸長弾 性度 ）ｃ）し な や か さ（ 剛軟度 ，ド レープ

性 ）ｄ）なめらかさ（表面摩擦係数）e ）扱 い や す さ

（ほっれ，アイ ロンかけ効果 ）Ｂ縫い つれおよび縫い ず

れ，(3)実験方法としてはa ）~d）はJIS に よる，e ）は

独 自の方法でお こなった。縫いつ れ，縫い ずれは，針目

の大きさ５針/cm 回転数400回,  800回, 1,000回の ３種，

張力，上糸テトロン，羽二重 とも70g, 下糸テトロン45

s, 羽二重30g で測定は直後，1 日後,  1 週間後 とし,同

一 試料について ５枚の平均値を求 めた。

3.    A　a ）平織 よりスト レッチ の方 が 大 で あ る。

b ）収縮率，伸長弾性 では両者ほ とん ど変化な く，防皺

度 でスト レッチ のよこ方向でやや大であ る。ｃ） ストレ

ッチが大である。ｄ）ストレッチ がナベ りにくい 。e)

ほ つれでは，両者とも変化 なく，アイロンかけ効果 で平

織 がや やよい。Ｂ　ス トレッチの たて方向において米，

回 転数 による変化は 少なく，よこ方向で縫いっ れよ*）㈲

の伸びがみられた。平織は，たて方 向，よこ方 向とも縫

い つれは，ストレッチよりや や大で縫い ずれは小 さいこ

とがわかる。


